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のは35例で、その内訳は、乳癌 4 例、乳管乳頭腫14例、乳腺症15例、慢性乳腺炎 2 例であった。
以上のうち昭和41年以後の無腫宿例21例に対して“乳管腺葉区分切除術"を行なった。この21例の
組織学的診断は、乳癌 2 例、乳管乳頭腫 8 例、乳腺症 9 例、慢性乳腺炎 2 例であった。これらを中心
にして、有腫癌例を含めた乳頭異常分泌症例を対象として検討した。
臨床的に、異常分泌液の潜血反応をみると、最近の症例51例中、反応陽性例は29例であったが、乳










































4. 無腫癌性早期乳癌の 2 例について、連続切片による組織所見と乳管の立体構築模型から検討し、
閉塞性乳管増生症と乳頭腫症を合併した型の乳腺症からの癌化と、多発性(末梢性)乳頭腫からの癌
化を推定した。また乳癌の多中心性発生の可能性を確認した。
論文の審査結果の要旨
近年、早期癌の診断技術が向上し、治療面にも著しい進歩がみられる。乳癌においても種々な理学
的診断法が導入されつつあるが、主として乳腺腫癌を対象としたものが多い。本研究は臨床的にまだ
腫癌を触れない、早期の乳腺疾患の診断のために、乳管腺葉区分切除術をとりあげたものである。こ
の術式は手技上の困難さから現在まで広くは行なわれなかったが、その手技の改良を試みるとともに
その適応を明らかにした口また同術式によって得られた早期病変の病理学的研究を行なった結果、一
方では今まで定義のあいまいであった乳管乳頭腫の組織所見から一つの診断基準を示し、他方では早
期乳癌例について癌巣部乳管の立体構造に着目し、その発癌過程を追求して新しい所見を見出したO
ことに閉塞性乳管増生症と乳管乳頭腫の合併した乳腺症と乳癌との関係、また早期管内性乳癌症例
における多中心性発生の証明など興味ある知見が示された。したがって本研究は早期乳腺疾患の臨床
と、早期乳癌発生過程の解明に寄与する所多く、十分学位に値するものである。
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